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東海・東海第二発電所 原子力館（ＰＲ館）  

電源盤内における焦げ跡の確認について（原因・対策） 

 

１． 経緯 

２０２４年１１月２１日、東海※１ ・東海第二発電所※２原子力館（ＰＲ館）の電源盤内の変圧器に

おいて、焦げ跡らしきものを確認したため、公設消防に通報しました。 

その後、本事象について、現場を確認した公設消防により、電源盤内において、溶融跡あり、発

煙跡あり、異臭あり等のことから火災と判断されました。その後、１１時４３分に公設消防により、

鎮火が確認されました。 

なお、本事象による放射性物質の漏えいはなく、環境への影響はありません。また、人の汚染や

被ばく、人身災害もありませんでした。 
※１：廃止措置中。 

※２：沸騰水型軽水炉、定格電気出力１１０万キロワット。第２５回定期事業者検査中。 

（２０２４年１１月２１日お知らせ済み） 

 

２． 原因調査結果 

本事象の原因を調査した結果、当該変圧器を長期間にわたり使用していたことから、巻線の絶縁

材が経年劣化し、巻線間で部分的な短絡が発生しました。この短絡により巻線が発熱し、温度の上

昇が継続したことで短絡箇所が拡大し、異常発熱しました。その状態が継続したことで当該変圧器

に焦げ跡が生じたと推定しました。 

 

３． 再発防止対策 

原因調査結果を踏まえ、以下の再発防止対策を実施しています。 

（１） 原子力館内の変圧器に対する対策 

当該変圧器及び原子力館内に設置された同型式の変圧器について、健全な同等品に交換し

ました。 

（２） 電気設備に対する対策 

全所的な電気火災の発生リスクを低減するため、以下の観点から本事象が発生した原子力

館内の他、発電所の全域において交換が必要な電気設備を抽出し、順次交換作業を進めます。 

① 他電力を含め、同様の火災事例が４０年以上の継続使用で発生していることが確認さ

れていることから、４０年以上継続使用をしている変圧器については最優先に交換す

る対象とし、速やかに交換するとともに、電気設備学会等の文献で期待寿命とされて

いる３０年以上継続使用している変圧器は順次計画的に交換します。 

② 日本照明工業会の文献で期待寿命とされている１５年以上継続使用している照明（安

定器）は順次計画的にＬＥＤ照明へ交換します。 

③ 使用環境により劣化が懸念される電気設備は最優先に交換する対象設備とし、速やかに交

換します。 

④ 上記以外の電気設備については、劣化の兆候が把握可能なことから、従来の点検（外

観目視点検、サーモグラフィ等）に加え、設備の重要度にかかわらず、年１回または

定期事業者検査ごとに１回の追加点検を行い、劣化の兆候が認められた場合には適宜

交換します。 

交換後は、それまでの使用期間等を踏まえた交換基準を定め、適切に交換することにより、経年

劣化による電気火災の未然防止に努めてまいります。 

 

 

https://www.japc.co.jp/news/press/2024/pdf/241121.pdf


  これらの内容について、本日、安全協定等に基づく事故・故障等発生報告書を関係自治体に提

出しました。 
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